
 

 

広島県立学校保護者連絡システム構築・運用保守業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事要旨 

項  目 内     容 

１ 日  時 令和８年３月 18 日（水） 午前 10 時 00 分から午前 11 時 52 分まで 

２ 場  所 広島県庁本館 601 会議室 

３ 出席委員 

教育委員会事務局学びの変革推進部長 

教育委員会事務局教育改革課長 

教育委員会事務局学校経営課長 

教育委員会事務局高校教育指導課長 

総務局県庁情報システム担当課長 

４ 議  題 
企画提案書及びプレゼンテーションの内容を踏まえた参加業者の評価及び最優

秀提案者の決定に係る審査 

５ 担当部署 広島県教育委員会事務局学びの変革推進部教育改革課 

６ 開催方法 参集 

７ 議事内容 

１ 審査方法  

  提出された企画提案書を基にプレゼンテーションを行い、選定委員会におい

て審査の上、最優秀提案者を選定した。 

 

２ 審査対象者 

(1) 審査対象者 

Ａ社： スパイラルローキャス株式会社 

Ｂ社： エースチャイルド株式会社 

(2) 審査対象者の評価値 

    審査対象者の評価値については、別紙「公募型プロポーザル結果一覧」及

び「評価基準に基づく評価項目別の総合値」のとおり 

 (3) 最優秀提案者 

   スパイラルローキャス株式会社 

 

３ 各委員の主な評価・選定理由 

(1) Ａ社 

 ・ 校務支援システムとの連携が可能で、業務実績も豊富であることから、様々

な課題も解決できる状況であり、導入することは効果的であると考える。 

 ・ 学校の状況をよく理解し、負担軽減につながる提案がされている。 

 ・ 本県が導入する校務支援システムとの連携実績があることから、安定的な

構築及び運用が期待できる。 

 ・ メッセージ配信に係るワークフロー機能などについて具体の提案がされて

おり、人為的ミスの防止が期待できる。 



 

 ・ 活用のためのマニュアルの整備や教職員向けの研修が用意されていること

に加え、保護者向けコールセンターの設置などにより問い合わせに迅速に対

応する支援体制が整っている点が評価できる。 

 ・ 保護者連絡システムの導入実績に加え校務支援システムとの連携実績もあ

り、導入スケジュールも含めて円滑な運用開始が期待できる。 

  

(2) Ｂ社 

・ 学校実態を踏まえた詳細な内容が明らかになっていないため、校務支援シ

ステムとの連携も含めて、学校の管理職や教職員の活用のイメージがわかり

にくい。 

・ LINE を基盤としており、保護者が親しみやすく、活発に利用されることが

期待できる。 

・ 本県が導入する校務支援システムとの連携実績は有していないため、安定

的な構築及び運用の実現可能性について判断することは困難。 

・ 新たな専用アプリインストールや初期設定が不要であることや、使用者側

のニーズに対応した様々な機能が備えられている点が評価できる。 

・ 使い慣れているプラットフォームを活用した提案となっており利用者の

利便性向上に資することが期待できる。 

 

 


